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自治体総合フェア ２０１９



About Us
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港区の概要

東京都のほぼ南東部に位置

面積 20.37km2
人口 258,696人
(うち外国人 20,277人)
世帯数 146,978世帯
※平成31年4月1日現在
（昼間人口：940,785人
※平成27年国勢調査）
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港区の人口
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平成7 8年    一時15万人割れ
⇒平成9年以降増加
25万8,696人（4月1日現在）

リニア中央新幹線品川駅が
開通する2027年  
人口30万人に達する予測



みなとワークスタイル宣言
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港区は、全ての職員が仕事と家庭のバランスを図り、
意欲 能力 十分 発揮  健康的 働      
 質 高 区民     提供     次    
全庁を挙げて取り組むことを宣言します。

１ 職員一人    時間管理意識 持  超過勤
務を縮減します

２勤務時間終了後  原則定時退庁  遅    
午後８時には全員退庁します

３ 年次有給休暇16日以上を計画的に取得します
⇒ 働きやすい職場づくりへの取組



港区におけるICTの取組
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平成30（ 2018） 年３月
港 区

●「港区情報化計画」
「港区基本計画」の目標実現に向けて、情報化の
視点から施策を示す。

計画期間：平成２７年度 平成３２年度

⇒ ICT 環境変化 社会情勢等 踏  見直 
平成３０年度 平成３２年度 ３ 年計画

オープンデータ、アイデアソン、産官学連携、全国連携、公衆無線LAN、デジタルサ
イネージ、観光情報の発信、マイナポータル、AI・IoT   区民     業務自動
化、BPMS、テレビ会議、ペーパレス会議、電子申請、職員向け研修、情報セキュリ
ティ

官民   活用推進基本法（平成28年法律第
103号）第９条に規定する、市町村官民   活
用推進計画として位置付け



港区情報化計画
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区民 区 教育機関 事業者 力 合   自治体最先端 
ＩＣＴ活用 実現  区民 誰             安心   
ＩＣＴ 存分 活用  人     区民     日常的 受    

◆4つの力 生   協働   先進的 ICTを活用した地域共生社会の実現

行政 力

民間 力

区民 力

全国各地域との
連携 力

未来の姿を実現



ＩＣＴの活用による先駆的な取組
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区民サービスの向上

働きやすい職場づくり

絶えず
２つの
視点から



ＩＣＴリテラシーの向上
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ＩＣＴリテラシーの向上

平成２９年度   全部課長級   担当者
向けにＩＣＴリテラシー研修を実施



 港区ＡＩ元年 
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平成３０年度  港区AI元年  位置付  区民サービス向上と働きやすい
職場    向  業務効率化    AIやRPAの導入を推進

多言語AIチャットによる外国人向け情報発信（H31.1 本格導入）
保育園入園選考のAIマッチング（H30.7 実証実験⇒本格導入）
AI議事録自動作成支援ツール（H30.5 本格導入）
AI         自動翻訳 精度向上（H30.8 実証実験）
AI-OCR   手書 申請書 高精度読 込 （H30.9 本格導入）
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「港区AI元年  取組

RPAを平成29年度  導入  現在庁内7業務で活用中
⇒ 年間約2,000時間分を自動化



多言語ＡＩチャット
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多様 文化 人 共生  活力 魅力あふれる
成熟した「国際都市・港区」の実現

約80の大使館

区の総人口の約8％    外国人住民
（約2万人・140か国）

国内の約30％にあたる
外資系企業

約70の国際的な機関

約40のインターナショナル
スクール



• ＡＩ 活用      形式  生活 関  行
政情報の問い合わせに英語及び「やさしい日本
語」で自動回答するサービス

• 24時間365日、来庁せずに、必要な情報を得
ることができる
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多言語ＡＩチャット
平成３１年１月 サービス開始



保育園入園選考AＩマッチング
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• 保育施設の入所希望者への入園選考をＡＩ
がマッチングする仕組み

• 職員１５人程度 約一週間程度   判定
    業務 ＡＩ 数分 完了

• 約５００時間 ⇒ 数分
• 内定通知の早期発送を目指す

17

保育園入園選考AIマッチング
平成３０年７月～実証実験
令和元年度 本格導入



ＡＩ議事録自動作成支援ツール
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• 職員が録音データを聞きながら手作業で作成
していた区の会議の議事録作成に、ＡＩの音
声認識 機械学習 技術 活用

• 自動で文章化するツールを導入し、職員の事
務を効率化 庁内２００以上 会議 利用

• 導入前：4時間程度（1時間の会議）
導入後：30分 1時間程度
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AI議事録自動作成支援ツールの導入
平成３０年５月本格導入
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AI議事録自動作成支援ツールの導入
①会議の音声

②マイクで集音

③ＩＣレコーダで録音

④ＰＣで自動作成

⑤修正
議事録完成 システム試用庁内アンケート（Ｈ２９．９ １０課）

削減できなかった
２０％

２時間以上の削減
８０％

利用したくない
１０％

利用したい
４０％

是非利用したい
５０％

0

2000

4000

6000

導入前 導入後

会議
修正作業
テープ起こし

年間作業時間 比較    （分）

4,200時間削減



ホームページ翻訳ＡＩ
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• 区          翻訳精度向上 課題解
決を図るため、AIを活用した翻訳システムを試験
導入

• AI翻訳システムに辞書登録機能を付加すること
  行政用語 地名 施設名等 港区特有 単
語を登録

• 産官学連携   行政向 翻訳ＡＩ
•        翻訳精度 高  

22

ホームページ翻訳AI
平成３０年８月～実証実験
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土地, 建物 あなたは子育て施設として使うこと
ができる が 募集された

現 状（自動翻訳）

英語の
ページ

英語ページ
Minato City is looking for land and buildings
that can be used as childcare facilities.

実証実験（AI翻訳）

英語の
ページ

英語の文法にうまく
当てはまらず伝わらない

正しい英語として翻訳され
言いたいことが伝わる

ホームページ翻訳ＡＩ



ＲＰＡ
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• 人      行 入力や転記作業をソフトウェア
 自動 行 業務自動化   ＲＰＡ
（Robotics Process Automation）を本格
導入

• 平成２９年１１月 区 内部業務 実証実験

• 職員が２時間かけていた作業をＲＰＡが自動で
１５分 処理
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ＲＰＡ
平成２９年１１月～ 実証実験



• 港区産前産後家事・育児支援サービスの受付
処理       区民     内部事務 
おいて計7業務で本格導入済み

• 自動化による削減効果は年間計2,000時間

• 今後 更  導入拡大 
（令和元年度 更 年間計8,000時間 削減 見込 ）
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ＲＰＡ
平成３０年２月～ 本格導入
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ＲＰＡ

人事課業務  ＲＰＡ利用



港区産前産後家事 育児支援     申請書受付 依頼書作成業務 自動化効果
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1件あたり約３分 １件あたり約３分 １件あたり約４分

※平成２８年度実績 １３６０件
パソコンを使った作業１０分／件（３分＋３分＋４分）×１，３６０件／年

＝１３，６００分／年＝約２２７時間 実績管理業務年間８０時間
計年間約３００時間

※ここが業務の自動化（３０７時間）
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ＲＰＡ



ＡＩ－ＯＣＲ
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• ＡＩを活用した最新技術をＯＣＲ（Optical 
Character Recognition）に付加し、文字認識技術
と機械学習により、手書き文字の認識率を大幅に向上

• 通常 ＯＣＲ ５０ ７０％      機械学習 継
続することで９０％以上を実現（申請書の書式統一など
のＢＰＲにもつながる）

• 港区        乗車券発行申請書の事務で本格導
入済み

• ＲＰＡ 組 合   １業務 年間９００時間削減
30

ＡＩ－ＯＣＲ
平成３０年９月～ 本格導入
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申 請 書

ＡＩ－ＯＣＲ

AI-OCR

テキストデータ

あいう

ＡＩ－ＯＣＲ ＋ ＲＰＡ 処理    

ＲＰＡ

文字認識（AI-OCR処理）手書き申請書を読み込む テキストデータに変換 システムに自動入力

申請書 ＡＩ－ＯＣＲ

従来のＯＣＲ
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ＡＩ－ＯＣＲ

ＡＩ－ＯＣＲの画面イメージ

読 取     ＲＰＡ   処理



「地方自治体におけるAI        活用事例 
（総務省自治行政局）
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ご清聴ありがとうございました。


